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研究成果の概要（和文）： 
 
プラグマティックス能力は対人関係を踏まえ状況に適切に言語を使用できる能力で異文化間コ
ミュニケーションの際に殊に重要となる。本研究ではプラグマティックスを効果的に語学教
員養成に取り入れていくために、プラグマティックス指導を扱う語学教員対象の日米の講
座にてデータ収集し、教員の認識や指導・評価技能の発展を検証した。プラグマティック
スに関する理論的議論は従来から多くあるものの、実際にどの様に語学授業で指導するの
かという具体的な教案や評価などが殆ど議論されていない現状の中で、本研究は語学教育
の現場へ直接示唆を与えるものである。 
 

 

研究成果の概要（英文）： 
 
Pragmatic competence is ability to use language appropriately in given sociocultural 
context and is an essential component of communicative competence. In order to effectively 
incorporate pragmatics into the second/foreign language instruction, this study has 
investigated teachers’ pragmatic awareness, instruction, and assessment discussed and 
observed in professional development courses given in the US and in Japan. While 
theoretical arguments in pragmatics abound, there have been few insights as to how the 
theory could be applied to the language classroom. This line of research has direct 
implications for enhanced practice in this area.  
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１．研究開始当初の背景 
 

完璧な文法や語彙を使用しても、様々な場面
で相手や状況に適切な言語の使用 (プラグマ
ティックス) なしには異文化間コミュニケー
ションを成功させることはできない。しかし
今日の語学教育の現場では、プラグマティッ
クス能力の向上を目指し異文化間理解を念
頭に置いた言語指導は殆ど行われていない。
その大きな一因には語学教員養成講座にお
いてプラグマティックスに関する形而上の
議論はあるもののそれを実際にどの様に語
学教育の教室内で指導するのか議論が足り
ない現状がある。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究はプラグマティックスを今後体系的
且つ効果的に語学教員養成に取り入れてい
くために、日本や米国においてプラグマティ
ックスが実際に取り入れられている現時点
ではまだ数少ない語学教員対象の講座にて
データ収集し、語学教員の認識や指導・評価
技能の発展を検証した。 
 
 
３．研究の方法 
 

エスノグラフィーの手法とクラス内の談話

分析とを用いた質的手法で教員の複雑な認

知的発展を多角的に捕らえる為、上記の教員

教習において、次のデータを収集した。 
 

(1) 講習時間内における教員のリフレクティ

ブ・ライティング 

(2) 講習時間外における単位取得希望参加者

のジャーナル・ライティング 

(3) 教員が作成・発表した教案と学習者向け

教材 

(4) 講習内での教員のディスカッションの音

声記録 

(5) 講習担当教員の観察フィールドノート 

 

 

４．研究成果 
 

プラグマティックスに焦点を当てた語学教
員対象の講座に参加した教員は、概してプラ
グマティックス指導の重要性を理解し、その
指導法や評価法をある程度考案できるよう
になった。プラグマティックスに関する複雑
で繊細な意識や異文化理解が、ディスカッシ
ョンやリフレクションなど自他との対話の

中で発展していく過程が実証された。プラグ
マティックスに特化した教員養成講座がい
まだ少ない中で、日本や欧米の教師教育の研
究の発展に貢献するであろう。今後本研究で
明らかになった洞察を教師教育の現場に還
元させていくことが期待される。 
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